












































集落には 60 世帯 251 人が居住していたが、その後十数年にわたって急激に減少し続
け、昭和 54 年には最低の 20 世帯 31 人となっている。しかし昭和 52 年のカーフェ









































































































豊年祭 ほぼ無 有 集落内外からの要望を受けて徐々に活発になった（平成13年には120人ほどを招待した）
権現参り 有 変化なし 常に少人数で行われている















































































































































































































































11）旧暦の 9 月 9 日、権現様を参拝し八月踊りや宴を行う。「クガツクニチ」「ティ
ラマイリ」とも呼ばれている。
12）転入者の出身地と前居住地との関係を「転入経緯」として、松本ら(1994）を参
考として次の４つに整理した。①帰村：出身地が瀬相であり前居住地が集落外であ
る者、②U ターン：出身地が瀬相以外の町内の集落であり前居住地が町外である者、
③町内転居：出身地が瀬相以外の町内の集落であり前居住地が町内である者、④I タ
ーン：出身地が町外である者。
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